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青木村機械作業受託組合の田植え編

　当
J
A
は
5
月
27
日
、上
田
市
大
手
の
J
A
本
所
で
第
26
回
通
常
総
代
会
を
開
き
ま
し
た
。今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
を
徹
底
す
る
た
め
議
案
説
明
会
を
中
止
し
、総
代
に
説
明
用
資
料
を
事
前
に
配
布
し
な
が
ら
、書
面

に
よ
る
議
決
権
行
使
へ
の
協
力
を
依
頼
。来
賓
等
の
招
待
も
控
え
規
模
を
縮
小
し
た
形
で
の
開
催
と
し
ま
し
た
。

　総
代
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、当
日
は
総
代
8
2
4
人
の
う
ち
、本
人
出
席
2
人
、書
面
出
席
8
1
8
人
の
計
8
2
0

人
が
出
席
し
、総
代
7
人
の
立
ち
合
い
の
も
と
2
0
1
9
年
度
の
事
業
報
告
、2
0
2
0
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
全
7
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
。 

　2
0
2
0
年
度
は「
農
業
生
産
基
盤
の
強
化
に
よ
る
産
地
の
維
持
」「
組
合
員
と
J
A
の
つ
な
が
り
の
強
化
」「
総
合
事

業
を
支
え
る
J
A
経
営
基
盤
の
確
立
」を
基
本
目
標
に
、地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
J
A
を
目
指
し
、J
A
自
己
改
革
と
経

営
改
革
に
全
力
で
取
り
組
む
方
針
で
す
。

　あ
い
さ
つ
し
た
眞
島
実
組
合
長
は「
経
営
改
革
を
推

し
進
め
、総
合
事
業
経
営
の
維
持
拡
大
に
取
り
組
む
。

J
A
経
営
の
信
頼
性
の
向
上
と
新
時
代
に
即
し
た

J
A
運
営
に
、役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
ま
い
進
し
て
い

く
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

　議
事
終
了
後
、「
持
続
可
能
な
国
内
農
業
の
確
立
と

国
内
食
料
の
安
定
供
給
に
関
す
る
取
り
組
み
」に
つ
い

て
提
案
し
、J
A
と
農
業
者
が
密
接
に
連
携
し
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　当
J
A
は
2
0
1
9
年
度
の
優
秀
農
家
を
選
出
し
ま

し
た
。各
地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
を
、当
J
A
、県

上
田
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー
、J
A
長
野
中
央
会
、

J
A
全
農
長
野
で
構
成
す
る
審
査
委
員
会
が
審
査
し
、7

組
の
受
賞
者
を
決
め
ま
し
た
。農
業
経
営
ま
た
は
地
域
の

農
業
振
興
に
顕
著
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
農
業
者
や
団

体
を
管
内
か
ら
選
出
し
、取
り
組
み
を
紹
介
す
る
こ
と

で
、地
域
農
業
の
発
展
と
振
興
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
。

　表
彰
式
は
、毎
年
5
月
に
開
く
通
常
総
代
会
に
合
わ
せ

て
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、総
代
会
が
書
面
議
決
を
中
心
に
必

要
最
小
限
の
出
席
者
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、延
期

し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
。

か
っ
こ
内
は
住
所・営
農
類
型
。（
敬
称
略
）

◇
一
般
の
部

▽
小
川
高
史・佳
代（
東
御
市
滋
野
乙・果
樹
）

▽
田
中
偉
誉・和
子（
上
田
市
真
田
町
本
原・花
き
＋
水
稲
）

▽
丸
山
秀
樹・淳
子（
長
和
町
古
町・野
菜
）

◇
集
団・グ
ル
ー
プ
の
部

▽
稲
倉
の
棚
田
保
全
委
員
会
＝
代
表  

金
沢
正
明

　（上
田
市
殿
城・棚
田
の
保
全
＋
水
稲
）

▽
荻
窪
活
性
化
の
会
＝
代
表  

栁
田
平
和

　（同
市
東
内・ソ
バ
）

▽
小
泉
水
土
里
会
＝
会
長  

岡
野
忠

　（同
市
小
泉・農
業
支
援
）

▽
上
田
市
大
豆
採
種
組
合
＝
組
合
長  

馬
場
秀
明

　（同
市
大
手・種
子
大
豆
）



　
Ｊ
Ａ
西
部
地
区
事
業
部
の
生
活
指
導
担
当
者
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
に
よ
る
休
校
や
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で「
毎
日
の

食
事
作
り
が
大
変
」と
い
う
声
に
応
え
、「
家
活
・
1
日
1
品
メ
ニ
ュ

ー
提
案
」を
始
め
ま
し
た
。4
月
下
旬
か
ら
毎
日
レ
シ
ピ
を
作
り
、Ｊ

Ａ
金
融
店
舗
や
農
産
物
直
売
所
な
ど
に
置
い
て
い
ま
す
。

　「
家
活
」と
は
雑
誌「
家
の
光
」の
記
事
活
用
の
こ
と
。今
回
は「
コ

ロ
ナ
に
負
け
ず
に
家
の
中
で
活
き
活
き
過
ご
そ
う
」と
い
う
意
味
も

込
め
ま
し
た
。メ
ニ
ュ
ー
は
直
売
所
に
あ
る
旬
の
野
菜
を
中
心
に「
家

の
光
」掲
載
の
料
理
を
参
考
に
考
案
。好
評
に
応
え
、1
0
0
日
間
を

目
標
に
、メ
ニ
ュ
ー
提
案
を
続
け
る
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区
事
業
部
は
、

夏
の
省
エ
ネ
対
策
と
店
舗
美
化
を
目
的

に
、グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
作
り
を
管
内
の
支

所・店
、営
農
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
武
石
支
所
で
は
5
月
26
日
、職
員
が

店
舗
の
南
東
側
に
2
種
類
の
ア
サ
ガ
オ
の

苗
を
植
え
ま
し
た
。今
年
で
10
年
目
を
迎

え
、今
で
は
近
所
の
組
合
員
も
水
や
り
な

ど
の
管
理
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
は
、太
陽
光
を
遮

り
室
内
温
度
の
上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、冷
房
中
も
小
ま

め
な
換
気
が
必
要
に
な
る
た
め
、こ
れ
ま

で
に
も
増
し
て
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
農
畜
産
物
の
消
費
が
落
ち

込
み
、苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
農
家
を

支
援
し
よ
う
と
、管
内
の
各
市
町
村
に「
営

農
継
続・消
費
拡
大
に
関
す
る
要
請
書
」を

提
出
し
ま
し
た
。5
月
21
日
に
は
眞
島
実

組
合
長
が
東
御
市
を
訪
れ
、花
岡
利
夫
市

長
に
要
請
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
農
家
の
経
営
安
定
、営
農
継
続
に
つ
い

て
は
、利
子
補
給
な
ど
の
支
援
対
策
や
行

政
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
消
費
拡

大
対
策
の
他
、各
種
支
援
対
策
を
国
に
働

き
掛
け
る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。さ
ら

に
、管
内
農
畜
産
物
の
生
産
維
持・拡
大
に

向
け
て
、関
係
業
界
が
一
体
と
な
り
需
要
喚

起
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
中
塩
田
地
区
営
農
活
性
化
推
進
組
合
み
そ

加
工
班
は
、地
元
産
の
大
豆
と
米
を
使
っ
た

無
添
加
、天
然
醸
造
の「
信
州
塩
田
の
こ
だ
わ

り
み
そ
」を
製
造
販
売
し
、好
評
を
得
て
い
ま

す
。5
月
14
日
、班
員
18
人
が
参
加
し
、昨
年

4
月
に
仕
込
ん
だ
み
そ
の
2
回
目
の
蔵
出
し

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
み
そ
の
最
大
の
特
徴
は
、こ
う
じ
が
い

ら
な
い
ほ
ど
甘
い
こ
と
が
名
前
の
由
来
と
な

っ
て
い
る
在
来
種
の
大
豆「
こ
う
じ
い
ら
ず
」

を
使
っ
て
い
る
こ
と
。口
コ
ミ
で
評
判
が
広
ま

り
販
売
量
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。班
員
も

昨
年
よ
り
6
人
増
え
て
20
人
に
。「
安
全
安
心

で
お
い
し
い
み
そ
を
提
供
し
た
い
」と
い
う
強

い
思
い
を
持
っ
て
み
そ
づ
く
り
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　
菅
平
高
原
で
レ
タ
ス
の
出
荷
が
始
ま
り
ま

し
た
。初
日
の
6
月
2
日
に
は
、3
戸
の
生
産

者
か
ら
2
5
0
ケ
ー
ス（
1
ケ
ー
ス
10
キ
ロ
）

が
菅
平
第
一
集
荷
所
に
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。近

年
は
暖
冬
少
雪
の
影
響
で
作
付
け
が
早
ま

り
、5
月
下
旬
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
ま
す
。今

年
は
4
月
の
低
温
と
5
月
の
少
雨
の
影
響
で

生
育
が
遅
れ
、6
月
の
初
出
荷
と
な
り
ま
し

た
。

　
同
高
原
は
標
高
約
1
3
0
0
メ
ー
ト
ル
。

71
戸
の
生
産
者
が
約
1
4
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

レ
タ
ス
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。7
月
上
旬

の
最
盛
期
に
は
、1
日
当
た
り
約
1
万

2
0
0
0
ケ
ー
ス
が
出
荷
さ
れ
ま
す
。今
年

は
約
1
1
0
万
ケ
ー
ス
の
出
荷
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。出
荷
は
10
月
ま
で
続
き
ま
す
。

　
西
内
活
性
化
組
合
は
5
月
14
日
、Ｊ
Ａ
西

内
店
で
エ
ゴ
マ
栽
培
講
習
会
を
開
き
ま
し

た
。生
産
者
18
人
が
参
加
。Ｊ
Ａ
丸
子
営
農
セ

ン
タ
ー
の
営
農
技
術
員
が
、種
ま
き
か
ら
収

穫
ま
で
の
栽
培
管
理
や
、収
穫
後
の
乾
燥
、保

存
の
注
意
点
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。講
習

会
終
了
後
、参
加
者
に
は
エ
ゴ
マ
の
種
子
が
配

ら
れ
ま
し
た
。

　
西
内
地
区
で
は
遊
休
荒
廃
地
対
策
の
作
物

と
し
て
、高
冷
地
で
も
栽
培
で
き
、病
害
虫
に

も
強
く
、鹿
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
害
も
受
け

に
く
い
エ
ゴ
マ
に
着
目
。2
0
0
7
年
か
ら
栽

培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。エ
ゴ
マ
は「
生
搾

り・え
ご
ま
油
」と
し
て
商
品
化
し
、グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ー
ム
ま
る
こ
店
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
上
田
東
営
農
セ
ン
タ
ー
は
6
月
4

日
、農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
を
行

い
ま
し
た
。回
収
場
所
の
上
田
市
殿
城
の

農
産
物
流
通
セ
ン
タ
ー
に
は
、使
用
済
み

の
ビ
ニ
ー
ル
類
な
ど
が
次
々
と
持
ち
込
ま

れ
、Ｊ
Ａ
職
員
ら
が
種
類
ご
と
に
重
さ
を

量
っ
て
、業
者
の
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
ま

し
た
。同
セ
ン
タ
ー
で
は
、信
用
や
共
済
な

ど
他
部
門
職
員
も
応
援
体
制
を
組
み
、6

月
と
12
月
の
年
2
回
、回
収
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
日
は
1
0
6
人
か
ら
ハ
ウ
ス
ビ
ニ

ー
ル
や
ポ
リ
マ
ル
チ
、
肥
料
袋
な
ど

6
4
6
9
キ
ロ
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
の
適
正

処
理
を
目
的
に
、各
地
区
の
営
農
セ
ン
タ

ー
ご
と
に
回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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暑
い
夏
は
食
欲
が
落
ち
、疲
れ
も
た
ま
り

や
す
い
季
節
。そ
ん
な
時
期
に
お
す
す
め
な
の

が
牛
乳
で
す
。牛
乳
に
は
夏
バ
テ
を
防
ぐ
栄

養
素
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。身
体
に
い
い

牛
乳
を
し
っ
か
り
と
っ
て
、元
気
に
過
ご
し
た

い
で
す
ね
。そ
の
ま
ま
飲
む
だ
け
で
な
く
、料

理
や
デ
ザ
ー
ト
に
も
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
暑
さ
や
湿
気
、冷
房
な
ど
で
体
力
を
消
耗

す
る
夏
。食
欲
が
わ
か
な
い
か
ら
と
、さ
っ
ぱ

り
し
た
麺
類
や
清
涼
飲
料
水
ば
か
り
と
っ
て

い
る
と
、タ
ン
パ
ク
質
、ビ
タ
ミ
ン
、ミ
ネ
ラ
ル

な
ど
が
不
足
し
、夏
バ
テ
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。

　
そ
ん
な
時
こ
そ
、牛
乳
の
栄
養
に
注
目
！

牛
乳
に
は
、良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
や
脂
質
が
す

ぐ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
や
す
い
形
で
含
ま
れ

て
い
ま
す
。丈
夫
な
骨
を
つ
く
る
カ
ル
シ
ウ
ム

も
た
っ
ぷ
り
！
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
代
謝
を
助
け
、

疲
労
回
復
に
も
役
立
つ
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、肌
を

守
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、さ
ら
に
カ
リ
ウ
ム
や
リ
ン

な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。つ
ま
り
、牛
乳
は
夏
バ
テ
予
防
に
最

適
な
食
品
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
清
涼
飲
料
水
を
飲
み
過
ぎ
る
と
、汗
と
共
に

体
内
の
ミ
ネ
ラ
ル
が
失
わ
れ
た
り
、胃
酸
が
薄

ま
っ
て
消
化
機
能
が
落
ち
た
り
す
る
こ
と
も
。

糖
分
の
と
り
過
ぎ
も
心
配
で
す
。夏
を
乗
り
切

る
た
め
に
冷
蔵
庫
に
牛
乳
を
常
備
し
、の
ど
が

渇
い
た
ら
い
つ
で
も
飲
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　
食
欲
が
な
い
朝
も
、牛
乳
な
ら
手
軽
に
栄
養

補
給
で
き
ま
す
。牛
乳
で
お
な
か
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

す
る
人
は
、ヨ
ー
グ
ル
ト
や
チ
ー
ズ
な
ど
自
分

に
合
っ
た
乳
製
品
を
代
わ
り
に
食
べ
る
の
も
良

い
で
し
ょ
う
。ま
た
、暑
さ
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
で

寝
つ
き
が
悪
い
時
に
は
、ホ
ッ
ト
ミ
ル
ク
を
1

杯
飲
む
と
心
身
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
の
で
お
す

す
め
で
す
。

　
牛
乳
は
そ
の
ま
ま
飲
む
だ
け
で
な
く
、料
理

や
デ
ザ
ー
ト
に
も
ぜ
ひ
取
り
入
れ
た
い
食
材

で
す
。ま
ろ
や
か
な
コ
ク
が
食
欲
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
り
ま
す
。少
し
ず
つ
で
も
毎
日
積
極
的
に

と
る
こ
と
で
、パ
ワ
フ
ル
に
夏
を
過
ご
し
ま
し

ょ
う
！
　
　
　
　
　
　   
〈
協
力
：（
一
社
）Ｊ
ミ
ル
ク
〉

特 集

夏こそ夏こそ
暑さで疲

れた体を
元気に

暑さで疲
れた体を

元気に

　この度の新型コロナウイルス感染症の影響による学校給食の停止や飲食店の営業縮小、催事や冠婚葬祭の自
粛などで、牛乳をはじめ食肉、野菜、花などの消費が減少し、地元農業にとって大きな打撃となっています。
　皆さんが少しでも多く農畜産物を消費することが農家の支えになります。夏バテ防止の牛乳の他、肉や野菜に
も身体の健康に必要な栄養が多く含まれています。花をお家に飾ってインテ
リアとして楽しむのもいいかもしれません。直売所などに立ち寄った際には、
ぜひ手に取っていただけると幸いです。
　当ＪＡでも、影響が出始めた３月から農畜産物の消費拡大を呼び掛けてお
り、行政と協力した直接販売やＪＡ・子会社役職員による牛乳・乳製品等の購
入支援運動、金融窓口等で花を展示・販売するキャンペーンなどに取り組ん
でいます。共に地元農業を支援していきましょう！

地元農業を支援しよう！

牛
乳
は
夏
バ
テ
防
止
に
最
適
！

毎
日
の
食
卓
に
牛
乳
を

時間と根気がある人はチャレンジ！

牛乳大量消費の「蘇」を作ってみよう！！
そ

古代の乳
製品を再

現！？

　蘇とは、奈良・平安時代に作られていたとされる乳製
品。乳汁を、時間をかけて煮詰めて固めたぜいたくな食
べ物で、おもに貴族に親しまれていたのではないかとい
われています。新型コロナウイルス感染症の影響で大
量に余ってしまった給食用牛乳などを消費しようと、一
時期Twitter（ツイッター）などのSNS上で「牛乳を大
量消費できるレシピ」として流行しました。古代に親しま
れていた食べ物がおよそ1000年の時を超えて再び注
目を浴びるというのは、なかなかおもしろいですね。

　蘇は、塩やハチミツとの相性抜群！塩を振りかけると、よりチ
ーズのような味わいに。ハチミツをかけると濃厚なチーズケー
キのような味わいに。黒コショウをアクセントとして振りかけて
も◎！おつまみとしても、デザートとしても楽しめます。もちろ
ん、そのまま食べてもOK。また、オーブントースターで焼いて
食べる「焼き蘇」も食感や味わいが変わるのでおすすめです。

　乳脂肪分が多く含まれる濃厚な牛乳で作ると、練乳の
ような濃厚さとほんのりとした甘さ、チーズのようなコク
のある味わいに仕上がります。低脂肪のものだと少しあ
っさりとした味わいに。食感は、生キャラメルに近くねっ
ちりとした感じです。

【作り方】
牛乳をフライパンにすべて注ぎ、中火で熱します。
①がフツフツと沸騰してきたら弱火にし、底が焦げつかない
ようにゴムベラでひたすら混ぜながら3～4時間ほど煮詰
めて水分を飛ばします。
固形になったら火を止め、ラップで包んで冷蔵庫で3時間ほ
ど冷やします。
③を食べやすい大きさに切り分け、皿に盛り付けます。

①
②

③

④

そ

「蘇」って何？

そ

蘇を作ろう！

そ

蘇のおいしい食べ方

どんな味？

　蘇作りに挑戦してみましょう！ただしこの蘇、作るのにとんでもなく時間がかかる上に、延々と同じ作業を続けなければ
なりません。作るなら相当の覚悟を持って挑みましょう。

【材料】●牛乳　1.5ℓ
※牛乳の量によって煮詰める時間、出来上がる蘇の量が変わります。
　1.5ℓだと、約200ｇの蘇が作れます。

●テフロン加工のフライパン
●ゴムベラ

【必要なもの】

完成♪
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今回おじゃましたJA職員

青木村機械作業受託組合の田植え編

体験した2人に
感想をききました！

「私たちが一番大事にしていることは、“農業を楽しむ”ということです。農業機
械の性能は日々進歩しているので、誰でもチャレンジできる時代です。多くの
若い人がこれから農業に携わってくれればうれしいです」

「青木村機械作業受託組合は、青木村
における農業の担い手組織として、地
域になくてはならない存在です。今回
堀内さんたちには乗用田植え機の操
作方法まで教えていただき、実際に田
植えを体験させていただきました。農
業について笑顔で話してくれた堀内さ
んたちの姿に頼もしさを感じました。暑
い日が続きますが、健康に気を付けて
頑張っていただきたいです」

「農業といえば、男性が活躍して
いるイメージをもっていました
が、今回同じ女性の由香里さん
が活躍している姿がとてもかっ
こよかったです。私も実際に乗
用田植え機に乗って苗を植えま
した。機械を使って田植えをす
るのは初めてだったので緊張し
ましたが、とても良い経験になり
ました」

本道さん片岡支所長

最後に堀内さんにインタビュー 農業への思い

ＪＡ職員が農家を訪問し、農畜産物についての知識を教わり、体感する企画。
JA JA

JA JA

JA職員の 農家訪問記JA職員の 農家訪問記

西部地区事業部付　
本道　愛　さん

ＪＡ信州うえだ　
青木支所 支所長　
片岡　康二さん

西部地区事業部付　
本道　愛　さん

ＪＡ信州うえだ　
青木支所 支所長　
片岡　康二さん

５月下旬、同組合理事の堀内さんの水田におじゃましました。

初めに田植え機の「苗のせ台」に苗をセットします。セットする
時は「苗取りボード」と呼ばれる長方形のプラスチック板を使
います。苗と育苗箱の間にボードを差し込み、育苗箱から苗を
取り出します。取り出した苗は田植え機の後ろに付いている苗
のせ台へ、上部から滑らせるようにして
セットします。

みんなで
協力するぞ

車の運転席
みたい。

操作は難しいの
かな？

田植え作業

　同組合は2008年に設立された農事組合法人で、メンバ
ーは11人。水稲の作業受託の他、村特産のソバ「タチアカ
ネ」を水田転作の小麦や大豆とのブロックローテーション
で年間約50ヘクタール栽培している。

　清さんは設立当初からのメンバーで現在理事を務める。
娘の由香里さんは25歳の時に就農し、2016年から同組合に
所属している。

堀内　清さん（70歳） 西島　由香里さん（36歳）
ほ り う ち 　 　 き よ し ゆ 　 か 　 りに し じ ま

苗を田植え機にセットしたらいよいよスタート！！

堀内さんが使用し
て い る田 植 え 機
は、5 条 植えのも
の。苗のせ台に15
枚の苗を乗せるこ
とができます。また
田植え機の横に付
いている予備の苗
のせ台には、6枚の
苗を乗せることが
できます。

苗取りボード

苗取りボード

転倒しないよう
に補助ステップ
に足を掛けなが
ら運転席に座り
ます。

このようなコ
ースで機械を
操作しながら
順番に苗を植
え て い き ま
す。

運転席

条間30㎝

株間18㎝

条間30㎝

株間18㎝

まずは由香里さんのお手本

田植え機の「ラインマーカー」と「マスコット」
の機能を効果的に活用することで、誰でも簡
単に真っすぐ苗を植えることができますよ。

ラインマーカー

マスコット

ラインマーカー
苗を植える時に田面に下ろします。羽根が回
転し、苗を真っすぐ植える目安となる“すじ”を
圃場に付けます。
マスコット
ラインマーカーで引いた“すじ”の上を直進す
るためのもの。これが“すじ”からずれないよう
に機械を進めることで、真っすぐ苗を植えるこ
とができます。

昔は手で植え
ていたから時
間もかかった
し中腰の姿勢
が大変で、植
えるのに苦労
したな～

正確に植えて
くれるから、機
械の進歩って
すごいです！

2人も田植えを体験！

真っすぐに植え
られているぞ

初めての私でも
機械操作に慣れれば、
植えられました

JA

JA

JA

JA

JA

JA

JA

連携作業
頑張ります！！

苗のせ台

苗取りボードを苗と育苗箱の間に差し込んで、苗を
取り出します。

3
枚

① ② ③ ④ ⑤① ② ③ ④ ⑤

農事組合法人

青木村機械作業受託組合条間（苗と苗の横の間
隔）30㎝、株間（苗と苗
の縦の間隔）18㎝で
植えていきます。

じょうかん

かぶま



さ
10
㎝
に
作
り
ま
す
。

　
う
ね
は
前
も
っ
て
湿
ら
せ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。う
ね
に
ば
ら
ま
き
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、

条
ま
き
の
方
が
土
寄
せ
の
作
業
は
し
や
す
い

で
す
。条
間
20
㎝
程
度
に
2
本
、園
芸
支
柱
な

ど
を
土
に
押
し
当
て
て
ま
き
溝
を
作
り
ま

す
。

　
マ
ル
チ
を
使
う
場
合
は
マ
ル
チ
の
穴
に
点

ま
き
し
ま
す
。穴
の
間
隔
は
10
〜
15
㎝
に
し
、

1
カ
所
に
5
〜
6
粒
ま
き
ま
す
。

　
明
る
い
状
態
で
芽
が
出
る
好
光
性
種
子
な

の
で
、覆
土
は
ご
く
薄
く
3
㎜
程
度
に
し
ま

す
。土
を
か
ぶ
せ
に
く
け
れ
ば
ふ
る
い
を
使
う

と
や
り
や
す
い
で
す
。土
に
密
着
さ
せ
る
と
発

芽
し
や
す
く
な
る
の
で
、上
か
ら
手
の
ひ
ら

や
、く
わ
の
背
で
押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
乾
燥
に
弱
い
の
で
、も
み
殻
や
切
り
わ
ら
を

か
ぶ
せ
た
り
、不
織
布
を
べ
た
が
け
し
た
り
、

寒
冷
紗
や
遮
光
ネ
ッ
ト
を
ト
ン
ネ
ル
に
し
て
遮

光
す
る
な
ど
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。特
に
夏
の

播
種
時
期
は
日
差
し
が
強
く
て
乾
燥
し
や
す

い
で
す
が
、発
芽
す
る
ま
で
は
乾
か
さ
な
い
よ

う
に
気
を
付
け
ま
す
。た
だ
し
、暑
い
時
に
水

を
や
る
と
地
表
で
お
湯
に
な
っ
て
し
ま
い
芽
を

痛
め
て
腐
ら
せ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、水
や
り

は
で
き
る
だ
け
涼
し
い
時
間
帯
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

　
双
葉
が
開
い
た
頃
と
本
葉
2
〜
3
枚
の
頃

に
、隣
合
っ
て
い
る
株
の
葉
と
葉
が
触
れ
合
う

程
度
に
間
引
き
し
ま
す
。最
初
の
間
引
き
以
降

は
根
が
張
っ
て
き
て
、引
き
抜
く
と
残
し
た
い

株
も
抜
け
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
、は
さ
み
で

切
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

　
本
葉
が
6
枚
程
度
に
な
っ
た
ら
株
間
が
10

〜
15
㎝
に
な
る
よ
う
に
間
引
き
ま
す
。そ
の

際
、追
肥
を
施
し
土
寄
せ
も
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。土
寄
せ
が
不
十
分
だ
と
首
の
部
分
が

緑
色
や
紫
色
に
な
っ
て
見
た
目
が
悪
く
な
り

ま
す
が
、た
だ
色
が
変
わ
る
だ
け
で
、ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
芽
の
よ
う
に
毒
が
あ
る
わ
け
で
も
、

サ
ト
イ
モ
の
よ
う
に
え
ぐ
み
が
出
る
わ
け
で

も
な
く
普
通
に
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
マ
ル
チ
を
し
て
い
な
い
場
合
は
草
が
生
え

や
す
く
、小
さ
な
ニ
ン
ジ
ン
の
芽
が
負
け
が
ち

な
の
で
、小
ま
め
な
草
取
り
が
必
要
で
す
。広

く
栽
培
す
る
場
合
は
、種
ま
き
後
に
使
え
る

除
草
剤
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
多
く
の
品
種
が
種
ま
き
か
ら
約
1
0
0
日

で
収
穫
に
な
り
ま
す
。肩
が
張
っ
て
き
て
大
き

く
な
っ
た
も
の
か
ら
引
き
抜
い
て
収
穫
し
ま

す
。収
穫
が
遅
れ
る
と
ニ
ン
ジ
ン
が
縦
に
裂

け
て
し
ま
う
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
昔
は
子
ど
も
の
嫌
い
な
野
菜
ラ
ン
キ
ン
グ

の
常
連
だ
っ
た
ニ
ン
ジ
ン
で
す
が
、最
近
の
品

種
は
ニ
オ
イ
が
抑
え
ら
れ
甘
く
な
っ
た
た
め

か
、好
き
な
野
菜
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま

す
。β
ー
カ
ロ
テ
ン
の「
カ
ロ
テ
ン
」と
い
う

名
前
は
、ニ
ン
ジ
ン
の
英
語「
C
a
r
r
o
t

（
キ
ャ
ロ
ッ
ト
）」が
由
来
に
な
っ
て
い
る
く
ら

い
、ニ
ン
ジ
ン
に
は
β
ー
カ
ロ
テ
ン
が
豊
富
に

含
ま
れ
て
お
り
緑
黄
色
野
菜
の
代
表
格
で

す
。β
ー
カ
ロ
テ
ン
に
加
え
カ
リ
ウ
ム
や
食

物
繊
維
な
ど
も
多
く
含
む
の
で
、抗
酸
化
作

用
で
感
染
症
の
予
防
や
高
血
圧
の
改
善
、が

ん
の
予
防
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
家
庭
菜
園
で
ニ
ン
ジ
ン
を
収
穫
す
る
と
皮

を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。た
わ
し
で
こ
す
る

と
薄
く
む
け
ま
す
。ス
ー
パ
ー
で
売
ら
れ
て

い
る
も
の
は
出
荷
前
に
洗
っ
た
際
に
皮
が
削

れ
て
い
る
の
で
、ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
　

　
種
ま
き
の
2
週
間
前
に
苦
土
石
灰
と
堆
肥

を
、１
週
間
前
に
化
成
肥
料
を
ま
い
て
耕
し

ま
す
。肥
料
や
堆
肥
が
塊
で
入
る
と
、根
が

分
か
れ
る「
岐
根（
き
こ
ん
）」に
な
り
や
す
い

の
で
、丁
寧
に
耕
し
ま
し
ょ
う
。堆
肥
は
完
熟

し
た
も
の
を
使
い
未
熟
な
も
の
は
避
け
ま

す
。根
が
深
く
伸
び
る
の
で
15
㎝
以
上
の
深

さ
に
耕
し
て
お
き
ま
す
。う
ね
は
幅
60
㎝
、高

種をまき終わったら、3㎜ほ
どの厚さに土をかけ、手のひ
らなどで押さえる。ニンジン
は光発芽種子なので覆土が
多すぎると発芽が悪くなる。



年
金
相
談 お問い合わせ先　☎23-1145●プレミアムサロン　※平日、第4土曜日  午前9時～午後5時

 ●7月8日（水）祢津店　●7月9日（木）本所　 ●7月14日（火）川辺店　●7月16日（木）本原店
 ●7月21日（火）塩川店　●7月22日（水）長久保店　　※相談時間：午前9時30分～午後3時 

ロ
ー
ン
相
談

場　所 時　間 お問い合せ先等
税
務
相
談

結
婚
相
談

介
護
相
談

期　日

毎週（月）～（金）
（祝日は除く）

午前８時３０分
～午後４時

福祉相談センター ☎39-7702

総務企画部くらしの相談課
☎25-7800

福祉相談センター

出会いのオアシス事務局

本所（ハニーウェル）

本所（ハニーウェル）

午前9時30分～
午後4時30分

★予約制
※事前に右記の事務局   
  に予約してください。

信用部推進課 ☎25-8000
★予約制　
※相談内容と希望時間をご連絡ください。

お問い合わせ先　
ローン営業センター　  0120-738-055
または各支所・店まで

○ローン営業センター
○東御支所
○川辺店
○丸子支所
○各支所

7月14日（火）
7月28日（火）
8月11日（火）

7月18日（土）

平日・土・日
毎週土曜日
7月25日（土）
7月25日（土）
平日

午前9時～午後5時
午前9時～午後5時
午前9時～午後5時
午前9時～午後5時
午前9時～午後5時







　「オジギソウかな？」と思い、葉を触って閉じなかった時のガッカリ
感や閉じた時の喜びを感じたこと、ありませんか？触れると葉を閉じ
る姿が、まるでお辞儀をしているようなのでこの名前です。学名は
「恥ずかしがる」という意味らしく、中国語でも恥ずかしがっている草
という意味の「含羞草」と書くそうです。
　葉が閉じるという運動は、刺激が葉の付け根に伝わり内部の水が
移動することで起こります。強い光や熱、雨、強風、乾燥、夜などにも
反応して葉が閉じます。面白いのは、地震を予知して数時間前に異常
開閉をすることがあるという話です。試してみたい気がしますね。不
思議な植物です。

　特に手がかからない植物です。耐寒性がなく冬に枯れてしまいま
すが、種から簡単に育てることができます。こぼれ種から勝手に生え
ることもしばしばです。
　日当たりの良い場所を好みます。土が乾いたら水をやりましょう。
庭植えの場合は、日照りが続いているなら水やりをします。水がない
状態になると、葉が閉じるのでわかりやすいかもしれません。
　直径2㎝くらいのポンポンのようなかわいいピンクの花が咲きま
す。肥料を多くやってしまうと花が咲かないので、ほとんど肥料はい
らないでしょう。
　茎にとげがあるので注意してください。葉に触りすぎると反応が
悪くなるのでほどほどにしましょう。


